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風しんの追加的対策に係る事業の実施について（協力依頼） 

 

 本県の保健行政の推進につきましては、平素より格別の御協力を賜り厚くお礼申し上

げます。 

さて、このことについて、平成３１年４月１日から風しんの追加的対策に係る事業が

始まりますので、御協力いただくとともに、事業の実施にあたり次のことに御留意いた

だきますようお願いします。 

なお、貴会員への周知についてよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１ 実施期間 

平成３１年４月１日～令和４年３月３１日 

 

２ 実施方法 

（１）手引きについて 

  厚生労働省のホームページに掲載されている「医療機関・健診機関向け手引き」

に従って実施してください。 

※ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/ 

kekkaku-kansenshou/rubella/index_00001.html 

 （２）受診票及び予診票について 

   原則として、厚生労働省ホームページに掲載されている様式をダウンロードして、

各医療機関で印刷してください。 

   ダウンロードができない場合は、各市町村にお問い合わせください。 

   市町村によっては、様式を医療機関に直接配布する場合や、対象者に直接配布す

る場合もあります。 

（３）予防接種に係る単価について 

   予防接種の予診及び接種の単価は各市町村で異なりますので、クーポン券で確認

してください。 



 

３ 問い合わせ先 

実施に関すること  各市町村予防接種担当課 

  支払いに関すること 岡山県国民健康保険団体連合会 電話086-223-8825 

 

４ その他 

 ・手引きには、抗体価の基準、請求方法、Ｑ＆Ａ等が掲載されていますので、よく

読んで実施してください。 

 ・追加的対策に係る事業は、以前から岡山県・岡山市・倉敷市で実施している妊娠

を希望する女性等を対象にした「風しん抗体検査助成事業」とは異なります。比

較するために、比較表及びフローチャートを別添のとおり作成しましたので、参

考にしてください。 

 ・本通知は次のホームページに掲載しています。 

○岡山県保健福祉部からの医療安全情報等のお知らせ 

http://www.pref.okayama.jp/site/361/ 

 

 

 

岡山県保健福祉部健康推進課 

感染症対策班 
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Ｈ３１．４　岡山県健康推進課作成

ＣＲＳ対策 追加的対策

対象者

①妊娠を希望する女性とその同居者
②風しんの抗体価が低い妊婦の同居者

ただし、次の方を除く。
・過去に妊婦検診などで、風しん抗体検
査を受けたことがある方
・過去に明らかに風しん単独またはＭＲ
ワクチンの接種歴がある方
・過去に検査で確定診断を受けた風しん
の既往歴がある方
・１歳未満の方

※岡山県在住者のみ

昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１
日までに生まれた男性

ただし、次の方を除く。
・過去に風しん抗体検査を受けたことが
ある方
・明らかに風しんの予防接種歴がある方
・検査で確定診断を受けた風しんの既
往歴がある方

※岡山県在住者以外も可能

対象者の確認 問診票で確認 クーポン券及び受診票・予診票で確認

抗体価の基準 別紙１のとおり 別紙２のとおり

予防接種 任意接種（市町村で助成あり） 定期接種

支払い 県医師会に請求 国保連に請求

手引き
風しん抗体検査助成事業の手引き（県、
岡山市、倉敷市から配布）

昭和37 年４月２日から昭和54 年４月
１日の間に生まれた男性を対象に実施
する風しんの抗体検査及び予防接種法
第５条第１項の規定に基づく風しんの
第５期の定期接種の実施に向けた医療
機関・健診機関向け手引き（厚生労働省
ホームページからダウンロード）

問診票・受診
票・予診票

県・岡山市・倉敷市から配布
各医療機関で準備
（各市町村で印刷して配布する場合もあ
る）

問い合わせ先
岡山県健康推進課
岡山市保健所保健課
倉敷市保健所保健課

各市町村

風しん抗体検査比較表



予防接種が推奨される風しん抗体価について 
 

平成２６年２月 厚生労働省 

抗体価 妊娠を希望する女性、「風し

んの抗体価が低い妊婦」の

同居者 

左記以外の方 
ＨＩ法 ＥＩＡ法 

８倍 

未満 

陰性又は 

判定保留※ 

免疫を保有していないため、風しん含有ワクチンの接種

を推奨します。 

８倍・ 

１６倍 

陽性※ 

ＥＩＡ価 

８．０未満 

国際単位① 

３０ＩＵ/ｍＬ未満 

国際単位② 

４５ＩＵ/ｍＬ未満 

過去の感染や予防接種に

より風しんの免疫はありま

すが、風しんの感染予防に

は不十分です。 

そのため、感染によりお

腹の赤ちゃんなどへ影響が

生じる可能性があります。 

確実な予防のため、風しん

含有ワクチンの接種を推奨

します。 

過去の感染や予防接種に

より風しんの免疫があり、

風しんの発症や重症化を予

防できると考えられます。 

確実な予防のため、風し

ん含有ワクチンの接種を希

望される方は、かかりつけ

医等と接種についてよくご

相談ください。 

３２倍 

以上 

陽性※ 

ＥＩＡ価 

８．０以上 

国際単位① 

３０ＩＵ/ｍＬ以上 

国際単位② 

４５ＩＵ/ｍＬ以上 

風しんの感染予防に十分な免疫を保有していると考え

られます。 

風しん含有ワクチンの接種は基本的に必要ありませ

ん。 

 
※ 次の風しんＩgＧ測定キットを使用した場合の判定基準 

ＥＩＡ価：デンカ生研社 

国際単位①(ＩＵ/ｍＬ)：シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス(株)、極東製薬工業(株) 

国際単位②(ＩＵ/ｍＬ)：シスメックス・ビオメリュー(株)、ベックマン・コールター(株) 

 

 ○ １回の予防接種で約９５％の方が免疫を獲得します。また２回の予防接種を受ける
ことにより、免疫を獲得することがより確実（約９９％）となります。 

 ○ 予防接種のワクチンは、麻しん対策も考慮して「麻しん風しん混合ワクチン」を推 
奨します。 

○ 本資料は『風しんに関する小委員会』での議論を踏まえて作成した目安（考え方） 
であり、個々の予防接種の必要性については、接種希望者が直接医師に相談の上、
判断されたい。 

-----<補足>------------------------------------------------------------------ 
（注）ＬＡ法の抗体価については、厚生労働省は目安（考え方）を示しておりませんが、

国立感染症研究所は、「極東製薬工業社製キットを使用したＬＴＩ法(注 ＬＡ法)
の場合(中略)、測定値が３０ＩＵ／ｍＬ未満のとき、ＨＩ価１：１６以下と読み替
える目安と考えられた。」としています。 

      参考 国立感染症研究所「風疹抗体価の読替に関する検討－ＨＩ価と国際単位」 
http://www.nih.go.jp/niid/ja/allarticles/surveillance/2250-iasr/related-articles 

/related-articles-398/3451-dj398b.html 

 

別紙１ 



 

別紙２ 



風しん抗体検査・予防接種のフローチャート（医療機関向け）

昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日までに生まれた男性か？ ※１
（クーポンを持参しているか？）

「追加的対策」の対象者とし
て無料抗体検査を実施
（対象者から徴収せず、
国保連に請求）

①妊娠を希望する女性とその同居者
②風疹の抗体価が低い妊婦の同居者
のいずれかに該当するか？ ※２

はい いいえ

抗体検査の結果、抗体価は？
（追加的対策の基準値）

定期予防接種
（料金は対象者
から徴収せず、
国保連に請求）

予防接種
不要

低い
低く
ない

「先天性風しん症候群
対策」として無料抗体

検査を実施

（料金は対象者から徴
収せず、県医師会に

請求）

無料抗体検査の対象
外であるため、自費で
抗体検査を実施

はい いいえ

抗体検査の結果、予防接種は必要か？

任意予防接種
（料金は対象者から

徴収）

予防接種
不要

必要
必要で
ない

※２ ただし、次の方を除く。
・過去に風しん抗体検査を受けたことがある方
・明らかに風しんの予防接種歴がある方
・検査で確定診断を受けた風しんの既往歴がある方

※１ ただし、次の方を除く。
・検査で確定診断を受けた風しんの既往歴がある方
・明らかに風しんの予防接種歴がある方
・平成２６年４月以降に風しん抗体検査を受けたこと
があり、その結果が陽性であり、その記録がある方

Ｈ３１．４ 岡山県健康推進課作成


